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明

鍛
治

守

担
当

担

舘

財

政

あ
さ
ひ
編
集

委
員

舘

哲

文

化

古
沢
威
武

体

育

初

凶

隆

情

宜

森
附
か
や
乃－

蓬
爪
教
チ

一一
女
子
活
動

加
藤

栄

子

一

大
級
一

子

一

理
事

水
島

週

鑑
治

守

伽

邦
夫

活
動
方
針

て

組

織

の
強
化
υ

二
、
仕
事
を
分
相
し
合
・フ
む

三
、
活
動
家
を
脊
成
し
よ
う
G

四、

地
方
の
政
治
を
字
習
し
よ
う
。

校
下
団
長

境

水

田

両

保

之

泊

寺

崎

和

雄

笹

川

掴

内

良
英

大
家
圧

高

山

一向
治
信

山
崎

花
岡
山

司

南
保

谷

口

先

己

昭
和
三
十
六
年
度
事
業
計
画

四
月

役
員
名
簿
、
予
算
書、

恵
美
計
画

容
の
作
成
、
県
肯
協
定
期
大
会
参

加
、
校
・卜
凶
オ
ル
グ

五
月

wm談
会
（
間
同
年
間
活
動
に

つ
い
て
）

穴
片

付

会
探
勤
、

青
年
明
酬
は
の
選
出

七

月

緋
H
作
川
幽
仙川
修
公

八
月

以
針
年
大
会
タ
加

十

一
月

W
H

a
・州市

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
パ
．

ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル、

弁
論
体
験
発

表
）
機
関
紙
発
刊

十
二
月

反
省
会

一
月

総
会
準
備
委
員
会
結
成

二
月

4
球
大
会
定
期
大
会
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あ
な
た
の
雌
味
や
似
品
川
は
何
で
す
か

＠

終
戦
の
当
時
あ
な
た
は
ど
こ
で
、
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
か

＠

今
ま
で
に
放
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と

は
ど
ん
な
－
」
と
で
し
た
か

。

結
婚
改
止
符
が
叫
ば
れ
て
も
少
し
も
改

め
ら
れ
な
い
矧
囚
は
判
で
し
ょ
弓
か

＠

制
臼
町
発
艇
の
根
本
対
策
を
一

司
だ

け
あ
げ
て
下
さ
い

＠

戦
後
強
く
な
づ
た
も
の
は
女
悦
と
靴

下
だ
と
い
わ
れ
ま
す
れ
＼
あ
な
た
の
御

夫
人
は
ど
弓
で
す
か

＠

最
近
の
十
代
青
少
年
の
動
向
に
対
し

ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
カ

左
の
七
項
目
に

つ
い
て
議
員
諸
氏
に
ア

ン

ケ
ー
ト
を
求
め
ま
し
二

（議
席
州
〉

ひさあcョ
τミf

陀 t克水
策 ）ii;
務長
凶作

級
品
名

住

所

所
鴎
香

U
会

O
民
訴

。
設
業
に
従
事
し
て
い
た

＠
叫
似
の
取
陵
則
に
お
い
て
千
想
以

「一
に
羽

取
の
あ
っ
た
と
き

。
お
互
に
「
き
ょ
せ
い

一
を
は
り
退
き
る

か
ら

＠
大
企
業
会
社
や
工
場
を
誘
致
す
る
こ
と

で
あ
る

＠
か
わ
ら
な
い

＠
も
っ
と
背
年
は
々
青
年
ら
し
い
M
M

わ
き

ま
え
た
背
年
で
あ
っ
て
欲
し
い

第 70（昭和32年 8月8臼）
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，司、．，3 ，、．，

． 

議

員

名

小

川

叫

尚

住

所

官

本

町

所

属

蚕

品

会

総

務

委

日
比

O
麻
雀

好
棋

読

書

ド
ラ
イ
ブ

出町
自
宅
午
前
八
時
よ
リ
竹
槍
練
習
の
・二
－り

高
校
に
集
会
中
召
集
令
状
を
受
け
と
一

・ず
d

＠
H
本
お
結
の
舵
民
で
あ
円
た
と
き
、
ア

リ
ユ

1

シ
ャ
ン
沖
で
迎
賠
L
生
か
死
の

折
、
救
一
叫
肪
の
日
の
丸
a
．1
見
た
と
き

。
自
己
自
身
が
吋凶器
、
断
行
を
決
立
し－
r

－

れ
を
喫
行
す
る
勇
気
が
耐
此
し
な
い
か

、，，
f

・

＠
道
路
網
ρ
拡
充
、
か
予
備

＠
小
生
の
前
だ
け
は
至
口
て
白
川
似
て
す

＠
慌
の
内
か
ら
如
何
な
る
一
化
を
咲
か
す
か

J

．2
考
え
な
け
れ
ば
な
九
ぬ
と
思
う
。
小

学
校
在
学
中
か
・リ
修
身
等
の
道
徳
教
育

の
必
要
竹
を
怖
感
寸
る

議
員
名

住

所

所
属
萎
此
会

下
沢
一二
郎

消
水
町

厚
生
寮
員
会

。
登
山

砲
満
洲
凶
東
寧
れ
国
境
守
備
隊
附
地
で
終

殺
を
知
ム
．
す
に
八
月
二
十
五
H
三
で
ソ

述
軍
と
撤
肌
似
合
交
え
て
い
ま
し
・に

＠
終
戦
険
帰
国
し
て
組
、
兄
都
J
M
叫
止円」
見

た
時

「
生
き
℃
い
て
よ
h
二

・に
－
と
レ

う
よ
ん
一こ
び
を
引
ハ山川
上
一L
て
か
み

L
め

古
4
F
I
L
九
九

。
竹
い
内
朝
刊
」U
M凧ナ
リJ
－一
は
大
き
な
一の

気
，h
H
必
勢
佐
川
ん
仁
川
れ
一」
ハ
い
て
形
式

よ
ぺ
－
t
八
附
と
・ュ
、内

生
・さ
刀
、
つ
ま

り

’
へ
佐
川
叫
η
川
叶
ー
と
・
？

1

1（
1
h

F
 

＠
出
の
政
治
いれ
ナ
ベ

℃
大
資
本
家
中
心
で

あ
り
日
て
の
し
ト
ょ
せ
が
地
方
自
治
体
と

住
民
に
行
仇
ば
さ
れ
て
い
る
裂
状
を
打

破
し
な
い
限
付
限
本
対
策
の
樹
立
は
叫
ん－

h
古
内
せ
ん

＠
品
開
で
寸
v

人
間

と
し
二
当
h
a

前
の
姿

で
十

＠
十
代
青
少
ヰ
ハ
動
向
斤
一
層
を
ひ
そ
め
る

よ

3
な

一
郎
三
け
を
梶

－一
て
論
ず
べ
き

で
な
い
、
矛
盾
と
関
山
に
満
ち
二
社
会

慢
椅
」
」
政
治
川
貧
凶
に
一，h
k

ゲ
、
し
り
し

て
は
L
h
u
u
h
h
は
い

松
原

蛭
谷

総
務
委
員
会

茂

慨
酬
山

川

名

住

所

所
属
委
段
会

。
音

楽

旅

行

＠
旧
南
保
村
助
役
全
議
会
議
長

森
林
組
合
長
等
在
職

＠
幾
多
の
流
死
者
を
出
し
に
姪
谷
羽
入
間

の
上
小
川
橋
が
昭
和
十
八
年
十
一

月
木

橋
、
同
三
十
主
年
八
月
氷
久
簡
が
完
成

し
た
棋

。
公
民
則
的
動
で
迷
次
故
小汗
さ
れ
つ
L
あ

る
が
米
だ
見
栄
と
市
栄
心
に
根
わ
れ
過

区
長

ぎ
て
い
る

＠
一

に
も
二
に
も
ま
た
三
に
も
黒
部
川
を

導
入
し
た
小
川
電
線
開
発
の
外
な
い
と

信
ず
る

＠
燥
地
開
放
に
依
る
咋
U
M
H
W
の
不
満
が
出

る
＠
家
族
制
度
の
改
廃
と
道
昭
教
育
の
欠
陥

が
時
彫州怖
を
及
ほ
し
て
い
る
と
思
う

．，、SEe
・、J
・．．． 
，、，t
、，，t
p、，，、
，‘．
p
，，
，‘、，aE
・E
・－
t
r
t
，‘．fE
、r
t

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
と
子
供
の
幸
福

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
教
育
は
、
子
供
の
余

脳
を
利
刑

L
、
子
供
の
遊
び
を
抗
日現
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
学
校
教
育
と
は

少
し
も
回
突
し
ま
せ
ん
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

．

一

ト
と
し
て
集
会
に
出
席
す
る
時
間

・・1
J

－

一，
b

．一

は
二
週
間
せ
い
ぜ
い
二
時
間
位

一
便
…

で
す
。
こ
の
僅
か
な
時
間
、
子
供

一
ト
一

迭
の
内
に
か
，
＼
さ
れ
て
い
る
樹
々

一
ウ
一

の
才
能
子
、
宜
感
の
働
ぎ
を
誘
4

．
ー
一

す
る
個
性
投
合
を
行
う
の
で
あ
り

一
4
J
一
ま
ず
か
ら
、
一

般
字
菜
、
、
次
第

一
ス
一

に
伸
び
て
い
く
の
が
普
通
で
あ
り

ま
ず
？

ス
カ
ウ
ト
教
育
は
、
学
校
教
育
お

よ
び
家
庭
教
脊
に
協
力
こ

4

て
す
れ
、
け
っ

し
て
こ
れ
に
楯
つ
く
救
利
け
ば
い
、
た
し
ま
せ

ん
c
た
と
・ぷ
、

一
時
的
に
、
学
校
の
成
制

が
下
っ
た
と
し
て
も
、
問問
が
、
そ
の
子
の

真
の
宰
国
J
V』念
じ
る
な
ら
ば
、
肉
眼
に
な

勺
て
子
供
と

一
緒

vh
不
公
な
朝
夕
を
送

ら
な
い
で
、
も
っ

と
区
一
界
中
に
い
附
の
で

き
る
立
派
な
公
民
に
育
て
あ
げ
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
か
？
メ
！
イ
ス
カ
ウ

ト
教

育
は
五
十
年
前
か
ら
枇
界
各
凶
で
と
り
上

げ
ら
れ
、
現
正
経
々
発
股
し
て
い
る
と
乞

う
こ
と
は
、
こ
の
教
育
が
加
何
に
社
会
に

認
め
ら
れ
て
い
る
か
と
云
え
ま
し
ょ
う
c

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
い
う
名
称
は
・

：
ポ

1
イ
は
少
年
で
あ
り
、
ス
カ
ウ
ト
と

は
、
斥
候
、
先
駆
者
と
い
う
意
味
で、

世

の
中
の
開
拓
者
、
自
ら
卒
先
し
て
切
り
拓

い
て
行
く
も
の
を
表
わ
し
、

こ
の
名
跡
は

世
界
共
通
の
も
の
に
な
っ

て
居
ま
す
。
子

供
た
ち
の
幸
福
の
た
め
に
も
、
本
運
励
が

益
々
発
展
し
て
行
く
よ
う
、
念
じ
て
や
ま

な
い
も
の
で
あ
り
あ
す
。

新
ら
し
い
泊
伴
子
寮
は
木
造
二
階
位
百

十
八
時
余
で
工
費
三
百
八
十
六
万
円

（う

ち
補
助
金
三
百
八
十
九
万
五
千
円
〉
両
起

土
建
株
式
会
社

（代
表
者
谷
口
善
作
氏
）

の
手
で
施
工
さ
れ
、
牧
容
世
帯
数
十
五
の

部
屋
と
そ
の
他
の
各
室
を
加
え
環
境
が
良

く
清
漢
で
入
寮
者
も
明
る
さ
を
亙
り
戻
し

て
元
気
に
溢
れ
て
い
る
。
現
在
十
一

世
帯

の
入
寮
者
が
あ
る
が
児
童
福
祉
法
の
定
む

る
と
こ
ろ
に
よ
り
児
識
を
か
か
え
た
住
凶

の
な
い
母
子
世
帯
で
希
望
者
が
あ
れ
ば
役

場
の
方
へ
白相
談
さ
れ
る
よ
う
望
ん
で
い
る



(4) 

。

一
上
旬
が
よ
し
に
本
年
は
葉
の
た
れ
な
い
立

一
、
労
務
管
理
、
福
利
厚
生
事
業
の
推
進
に

一種
資
余
融
資
の
斡
旋
な
ど
を
あ
げ
、
本
年

一
っ
た
稲
作
り
を
致
し
ま
し
工
う
。

一
つ
と
め
、
組
織
の
確
立
と
繁
務
の
拡
大
を

一度
一
斉
休
円
制
の
促
進
を
強
化
に
つ
と
め

六
月
概
況

分
柴
が
多
く
な
っ
た
り
、
又

一
番
大
き
な

一
五
、
病
虫
害
の
防
除

一
は
か
る
こ
と
を
基
太
計
画
と
し
た
新
年
度

る
惑
を
承
認
し
た
。
こ
の
あ
と
欠
員
中
の

つ
ゆ
入
り
は
お
お
む
ね
平
年
並
（
中
旬
）

一
失
敗
誠
牧
（
倒
伏）

で
や
れ
／
＼
と
頭
を

一

二
化
娯
虫
の

一
化
期
娯
虫
は
早
目
で
昨

一事
業
と
予
算
百
六
十
六
万
九
千
円
を
承
認

期
事
一二
人
を
選
ん
だ
。

か
多
少
早
自
の
見
込
み
で
す
。
気
温
は
中
一
か
く
こ
と
の
な
い
よ
う
中
間
追
肥
は
や
ら

一
年
よ
り
多
い
傾
向
で
す
か
ら
悶
姐
り
の
際

一
し
た
。

マ
現
場
U
痢
一
消
謀
、
島
田
久
斉、

高
島

旬
低
自
で
す
が
下
旬
に
つ
ゆ
慣
の
気
配
配
一
な
レ
方
が
よ
レ
。
分
撲
は
強
勢
分
岐
坪
当

一
変
色
茎
の
現
れ
た
こ
ろ
か
ら
個
人
防
除
を
一

特
に
観
光
純
一
設
の
拡
充
と
紹

介

宣

伝

各

競

栄

躍
が
く
ず
れ
て
、
か
な
り

2
2
3一
り
一
O
O
本
で
四
石
以
上
は
築
で
す
か

一進
め
て
下
さ
い
っ

ハ
ム
ダ
リ
パ
ェ
、

J
l十
れれ
い
ト
ト
ト
ト
ド
ト
l
i一、ペ

U
荒

川
丸
山

正

止

の

引

‘例

ゅ
の
中
休
み
が
あ
ら
わ
れ
ま
し
ょ

・7
0

月
一
ら
出
来
過
ぎ
て
減
牧
し
な
い
よ
う
に
し
た

一
ム
シ
、
青
虫
発
生
も
間
郊
均
こ
発
・
去
、
す
る

一

hr
E

〉

ト

〉

一

－
仁

川

ヵ
f

一

一

1
｝
れ
ー

一

t
坊

1

h
ソ

ネ

9

t
、
ム

J

一
え
は
こ
れ
・
に
け
蓄
め
て
家
を
訟
て
る

・
自

の
平
妥
協
と
降
水
量
は
主

翌

日

間

υ

一
い

05
2
2買
の
よ
い

2
2五
よ

い

か

ら

B
H
C
Z
Z臥
除
し

一
員

三

t

U
J
V
5

出

動
車
を
買
う

・
冷
蔵
庫

・
テ
レ

ピ
・
良
い

は
多
少
少
い
見
込
み
で
す
。

一

、
コ
シ
ゾ
、
黒
部
、
ヨ
そ
ヒ
カ
リ
、
山
陰

一
て
下
さ
い
。
早
補
さ
れ
た
方
は
共
同
防
除

一
，
t
f
l
i
t－
f
o
u
i－
H
1
4
AH
1

t

七
月
概
況

一
七
号
は
h
「
司
直
巴
は
よ
く
な
い
。

一

の
時
期
ま
で
ま
っ
て

、
え
な
い
か
ら
平

一

人
聞
は
お
互
い
に
、
関
な
時
間
と
お
金
苦
物
等
々
或
い
は
閑
を
有
効
有
意
義
に
積

前
半
は
つ
ゆ
型
の
天
気
が
多
く
叉
気
温
ば

一一
、
水
の
岡
町
月

一
日
に
個
人
防
除
を
す
い
0
1

一
品

一

読

む

お

行

法

一

一

位

一

ぱ

γ
…
一
昨
日
ん
お
お
日
1
U一
む
ね
一
一

低
自
の
見
込
み
で
す
o

つ
ゆ
明
け
は
中
旬

気

掃
も
あ
が
う
そ
れ
と
同
時
に
水
温
地

一

共
同
防
除
の
時
期
は
本
年
の
発
蛾
発
生

一
の
は
確
か
ら
し
い
。

・

チ
に
な
ら
ず
こ
実
行
し
て
行
か
な
い
と
長

で
こ
の
頃
大
雨
の
降
る
と
こ
ろ
が
・み
一り
ま

一
混
も
上
っ
て
主
て
、
稲
は
今
様
ん
に
、
根

一
期
か
ら
見
て
二
十
日
前
後
を
中
心
に
し
て

闘

が
あ
っ
て
会
が
な
い
と
世
の
中
ぷ
、

出
じ
ざ
し

E
い
勺
つ
ま
り
貯
金
は
金
を
目
的

ぅ
。

？
ゆ
明
け
後
は
お
お
む
川
夏
刑
一
二

の
仲
長
草
川
こ
品
命
で
十
コ
此
の
根
の
位

ホ
リ
ド
ー
ル
で
部
落
共
同
で
防
除
を
し
て

一あ
ま
り
面
白
く
な
く
、
と
か
く
関
を
i
て
に
十
つ
い
と
う

の
気
圧
配
置
に
な
る
見
込
み
て
す
月
三
金
化
ふ

U
あ
か
噌
牧
乞
も
た
ら
す
の

一
下
さ
い
。
除
草
も
六
月
二
十
日
頃
迄
に
止

一あ
ま
し
て
金
が
な
い
と
、
不
善
を
な
す
、

よ
使
用
方
沿
で
住
民
一
一
れ
つ
り
有
効

混
じ
て
の
平
均
気
院
は
平
年
投
降
水
量
は
一
で
寸
か
ら
也
国
内
L
し
昇
に
と
も
な
い
土
中

一
草
す
る
よ
う
計
画
的
に
除
草
を
進
め
て
下

一そ
う
は
云
っ
て
も
、
会
が
あ
っ
て
も
相
応

一
f

や
や
多
く
叉
日
昭
一
は
や
L

少
い
見
込
λ
で
一
で
d

干
し
？
’
し
む
有
き
ず
が
発
生
し
て
浪

一
さ
い
。
そ
の
後
の
雑
草
防
除
は
こ

・
四
｜

一
に
し
な
い
と

（
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
へ
の
大
先
一

楽
し
い
豊
か
な
く
ら
し
は

す
。

一ぐ
さ
れ
の
原
国
に
よ
バ

上
出
来
の
青
田
も

一
D
や
ペ
ス
コ

の
除
草
薬
を
か
す
る
よ
う
に

一輩
一
は
か
な
ら
ぬ
方
ハ
ラ
庄
助
さ
ん
、
今
流
一

ち
よ
ち
く
か
ら

八
月
概
死

一
言

霊

長

国
ζ

守

ま

ず

か
ら
田
子

一
す
る
O

L

訪

れ

れ

れ

号

訴

吉

村

f
i
li
－
－
ほ
戸

1
2
川
夏
型
の
天
気
が
く
ず
れ

5
4J一
を
時
七
行
い
、
幼
穂
形
成
期
乃
七
日

前

後

悔

雨

期

の

そ

莱

の

手

入

っ
た
例
も
あ
る
こ
と
）
昨
日
は
他
人
ご
と
一
陸

・

海

・

空

自

衛

官

を
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：
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：

削
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流

明
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つ
ゆ
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入
る
の
で
そ
菜
畑
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簡
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土

沼

吟

じ

が

れ

酌

勺

院

採

用

し

ま

す

震

専

問
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p
h一
除
草

h
の
削
減

8
2
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－
を
さ
ら
え
て
排
水
を
よ
く
し

似
水
や
過

湿

が

3
V寝
る
迄
で
、
ア
／
品
コ

ノ
品

防
衛
庁
；
本
年
度
第
二
次
と
し
て
左

h
F
－：

h

p

p
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F
h
F
b

，

・
ヘ
ス

コ
、
M
C
P
、
ご
・

四
’
D
：
悦
ト
しい
一
の
富
合
防
ぐ
。

畑
が
過
一
服
状

E
に
な
る
と
コ

ノ
政
ア
ノ
脈
、
金
っ
か
え
附
つ
ぶ
せ
の
記
の
要
項
仁
い
ん
り
自
衛
官
の
募
集
を
し
て

天
候
は
お
お
む
ね
順
調
で
し
ょ
う
O

K
漁
協
一

さ

f
l
b
L
4
じ
今
B
う
ら
む

古

川

－僚
が
い
た
ん
で
生
育
が
と
ま
り
仙
の
病
気

一
笠
伝
戦
、
身
、
も
心
も
安
す
ま
る
悶
も
な
い

；

khf。
あ
な
た
も

一
度
採
用
試
験
を

は
中
旬
と
月
末
頃

一
時
低
白
と
な
る
よ
と
一

ま
ス

ル
川
引
こ
削
問
削
…
ヶ
ょ
っ
日
〕

一
を
誘
発
す
る
こ
と
に
な
る
叉
士
協
の
空
気

一
有
機
あ
げ
く
の
は
て
は
伺
時
の
間
に
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其

υ一十
十
み
ま
せ
ん
か
、
ス
隊
に
つ
レ
て
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叫

ん

uumれ
仁
川
町
叫
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一祝

日

円

一
郎
稲
一
議
留
か
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客
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以
る
も
の
も
あ

ソ
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ゴ

尚
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縦
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m
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制
約
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路
川
丸
一
ペ
ト
け
げ
れ
刊
誌
に
川

駅
訊
験
に
合
絡
し
て
か
ら
き
め
れ
ば
よ

で
す
。
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お
台
風
が
1
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2
河
本
土
に
接

一
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す
の
で
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の
批
と
時
期
に

つ
い
て
出
れ
一
足
し
熔
の
生
主
張
分
明
日
股
が
お
さ

一
云
う
官
僚
に
な
る
仕
掛
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御
用
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の
穏
を
お
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今
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ぐ
受
験
手
続
を
し
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さ
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一
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ま
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・
四
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喧
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し
ま
す
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働
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働
．
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叉
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る
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畑
に
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繋
換
を
し
て
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一
く
た
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で
な
く
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働
く
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よ
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豊
か
に
＠
応
募
資
格
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一
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P
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中
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四
l
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法
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五
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グ
ラ
ム

ね
返
り
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防
ぎ
果
実
の
汚
れ
や
病
気
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少
一
よ
り
楽
し
く
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い
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遊
ん
で
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行
く
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才
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子
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部

閉

山

…
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時

五

日
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で
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朝
日

技
術
に
か
か
っ
て
い
ま
す口

作
業
を
進
め

一
期
の
四
J
五
日
前
迄
と
し
ま
し
よ
ろ
D

胡
瓜
等
薬
剤
撒
布
の
回
数
を
多
〈
ず
る
。

余

り

使
い
途
が
多
す
ぎ
て
菩
め
た
金
が
少
町
役
場
叉
ば
自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部

目
前
九
位
仰
せ
サ
ば

μ一
四
十
詩

吟

汁
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成
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：
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ゆ

1
注
目
清
潔
川
悦
削
げればげ

ι一
山
村
訪
れ
れ

w
d験
時
簡
単
な
筆
記
試
験
〔
国

語
〈
作

背
回
に
負
け
る
負
け
た
の
稲
作

L光
子

で
～入
る
の
で
そ
の
時
期
に
お
い
て
稲
の
体

一

朝

日

町

商

工

会

～
同
社
関
ば
有
効
に
使
、J
w
京

大
事
マ

Jf
文
止
を
含
む
」

数
学
、
社
会
〕
口
述
試
験

な
お
し
た
い
も
の
で
す
。

一
、
土
版
。
力
、
今
交
で
施
し
た
肥

が

を

診

、

L

》
予
：

1
；
よ
く
似
て
レ
る

一
タ
イ
ム
イ
ス

－
オ
及
び
身
体
検
査
を
行
い
一

日
で
終
リ
ま

－

、
℃

A

言
明
刑
く

1
」
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
有
効

一
、
早
期
分
県
の
確
保
と
中
間
追
肥

一
断
し
て
や
っ
主

L
i
L施
肥
盤
は
繁
繁

一

求

刑
’

4
5

一
に
使
わ
な
い
と
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方
と
も
無
駄
に
・

2
点
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ゆ
収
は
先
づ
穂
散
を
多
く
と
る
こ
と
で
・
一
成
分
で
一
0
ア
ー
ル
当
寸
、
一

w
t
一
・
一

朝
日
町
商
工
会
総
代
会
は
二
十
七
日
午

か
ら
も
で
す
。
貯
一
試
問
す
る
に
法
心
掛
が
肝
＠
伶

ι
l

あ
る
が
土
壊
の
力
を
考
え
て
こ
や
し
を
多
一
二
匂
位
が
よ
い
ο
中
・
晩
生
は
川
穂
の
二

一
後
二
時
か
ら
泊
公
民
館
で
ひ
ら
き
、
務
課
心
と
云
う
も
の
、
た
だ
菩
め
る
だ
け
が
趣

初

任

M
m月
形
約
七
、
六

O
O門
衣
食
支

く
施
し
て
出
来
過
ぎ
に
し
た
り、

七
月
に

一十
五
日
前
と
十
五
H
前
の
稲
を
見
て
施
同

一
決
算
報
告
の
あ
と
経
営
ム
ロ
斑
化
対
舗
に
主
一
味
で
、

ふ
え
る
の
が
結
し
く
蓄
っ

た

金

を

給

、
志
願
案
内
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と

な
っ
て
か
ら
こ
や
し
が
き
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す
ぎ
て
無
効

一
7
1
加
阜
の
追
肥
は
六
月
末
か
ら
七
月

一
力
を
お
き
、
健
全
な
経
理
の
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本
の
造
成

一
見
て
ニ
ヤ

－一ヤ
と一
よ
く
そ
笑
む
こ
と
で
三
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場
総
務
課
へ
問
い
合
せ
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さ
い
。

_r_ 

／ ＼ 

月

｝＼ 

月

の

天

気

予

報

昭和36年 6月1013 
月刊（毎月10日発行）ひさあ第 70号（昭和32{f-8月8日）

第5極郵便物認可f


